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「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）のご案内
各地のイベント・元気とやまきときとトピックス
「寄せ書き電車」に夢を乗せて！（上市町商工会青年部）
青年部女性部共同事業「献血活動」実施（富山市北商工会青年部・女性部）
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森
義
久
全
国
連
会
長
が
、
「
昨
年
度
、

商
工
会
は
法
制
化
60
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
次
な
る
輝
か
し
い
10
年
に
向
け
て
、

「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
」
の

果
た
す
べ
き
役
割
を
再
認
識
し
、
最
大

の
強
み
で
あ
る
伴
走
型
の
支
援
を
通
じ

て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
振

興
発
展
並
び
に
地
域
の
活
性
化
に
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
お
誓

い
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

年
度
が
変
わ
っ
て
も
感
染
拡
大
の
動
き

が
衰
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
商

工
会
は
、
持
続
化
補
助
金
や
事
業
再
構

築
補
助
金
、
月
次
支
援
金
な
ど
の
活
用

支
援
、
ま
た
、
資
金
繰
り
を
維
持
す
る

た
め
の
制
度
金
融
の
相
談
な
ど
、
常
に

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
寄
り
添

い
、
事
業
を
持
続
し
、
雇
用
を
守
る
た

め
の
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
政

府
に
お
か
れ
て
は
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存

を
前
提
と
し
、
経
済
活
動
を
再
開
す
る
、

例
え
ば
、
き
め
細
か
く
業
種
に
応
じ
た

消
費
喚
起
策
を
早
急
に
且
つ
大
々
的
に

講
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
岸
田
総
理
は
就

任
以
来
、
「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を

推
進
す
る
」
と
力
強
く
明
言
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
早
期
に
補

正
予
算
を
編
成
し
大
型
の
経
済
対
策
を

実
施
い
た
だ
く
よ
う
、
強
力
に
要
望
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
現
下
の
コ
ロ
ナ

対
策
に
加
え
、
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引

上
げ
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
、
コ

ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
対
応
等
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
課
題
は
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

着
実
に
解
決
し
て
い
く
に
は
、
小
規
模

事
業
者
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
、
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
う
商
工
会
が
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
お

り
ま
す
。
更
な
る
支
援
体
制
強
化
の
た

め
、
本
大
会
に
お
い
て
現
場
の
第
一
線

で
施
策
の
実
行
を
担
い
、
伴
走
型
で
小

規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
人
員
の
増
員

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
と

と
も
に
関
係
各
方
面
に
強
力
に
要
望
し
、

必
ず
や
実
現
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

我
々
は
今
後
と
も
「
会
員
あ
っ
て
の

商
工
会
」
を
念
頭
に
、
事
業
承
継
や
農

商
工
連
携
な
ど
、
商
工
会
な
ら
で
は
の

経
営
支
援
と
地
方
創
生
の
両
輪
を
回

し
な
が
ら
、
地
域
の
中
心
的
な
存
在
と

し
て
地
方
経
済
を
力
強
く
牽
引
し
て

参
り
ま
す
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
が
希
望
を
持
っ
て
挑
戦
・
成
長
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
き
め
細
や
か
な
事

業
者
支
援
に
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

大
会
終
了
後
、
自
民
党
本
部
で
党
の

地
元
選
出
国
会
議
員
ら
７
人
と
懇
談
会

を
開
催
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
が
コ
ロ
ナ
禍
の
苦
境
か
ら
立
ち
直
る

た
め
の
支
援
を
要
望
し
た
。

　
◇
大
会
決
議
◇

　

全
国
１
０
０
万
会
員
の
英
知
と
総
力

を
結
集
し
、
次
の
項
目
の
実
現
を
図
る

べ
く
６
項
目
を
大
会
決
議
と
し
た
。

Ⅰ
．
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

大
型
経
済
対
策
の
早
期
実
施

Ⅱ
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援

策
の
拡
充

Ⅲ
．
販
路
開
拓
支
援
の
拡
充
及
び
Ｅ
Ｃ

化
の
推
進

Ⅳ
．
税
制
・
金
融
・
労
務
支
援
等
の
制

度
の
改
正
・
拡
充

Ⅴ
．
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
の
強

化
及
び
災
害
か
ら
の
復
興

Ⅵ
．
地
域
を
支
え
、
共
に
歩
む
唯
一
の

経
済
団
体
と
し
て
の
商
工
会
の
組
織

力
強
化

商
工
会
全
国
大
会
被
表
彰
者

（
敬
称
略
）

◇
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

◆
役
員
功
労
者

高
岡
市
商
工
会 

会
長　
　
　
　
　

上
田　

久
之

◆
優
良
常
勤
役
職
員

富
山
市
北
商
工
会 

経
営
指
導
員　

犬
島
真
由
美

高
岡
市
商
工
会 

経
営
支
援
員　
　

中
村　

治
美

◇
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

◆
優
良
青
年
部　

南
砺
市
商
工
会
青
年
部

◆
役
員
功
労
者

朝
日
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

田
中　

武
久

朝
日
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

米
谷　

嘉
夫

入
善
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

井
田　

公
行

入
善
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

澤
飯　

祐
広

入
善
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

寺
崎　
　

均

入
善
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

野
島　
　

浩

入
善
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

細
田　

哲
夫

上
市
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

黒
田　

義
夫

上
市
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

杉
木　

辰
夫

上
市
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

髙
橋　

晋
介

上
市
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

細
川　

智
子

上
市
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

森　
　

敦
史

上
市
町
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

米
井　

賢
治

立
山
舟
橋
商
工
会 

会
長　
　
　
　

石
田　

孝
夫

立
山
舟
橋
商
工
会 

理
事　
　
　
　

佐
伯　

久
雄

立
山
舟
橋
商
工
会 

理
事　
　
　
　

澤
田　

伸
朗

立
山
舟
橋
商
工
会 

理
事　
　
　
　

塚
本　

克
生

富
山
市
南
商
工
会 

会
長　
　
　
　

若
井　

英
忠

富
山
市
南
商
工
会 

副
会
長　
　
　

清
水　

宏
篤

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会 

理
事　

福
島　

佳
彦

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会 

理
事　

藤
澤　

栄
吉

富
山
市
北
商
工
会 

理
事　
　
　
　

竹
田　
　

博

富
山
市
北
商
工
会 

理
事　
　
　
　

島
田　
　

剛

射
水
市
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

織
田　

寿
一

射
水
市
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

宿
屋　

浩
一

射
水
市
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

髙
田　
　

実

射
水
市
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

旅　
　

昭
雄

高
岡
市
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

梶
川　

豊
司

小
矢
部
市
商
工
会 

理
事　
　
　
　

鍋
島　
　

正

小
矢
部
市
商
工
会 

理
事　
　
　
　

畑　
　

和
行

南
砺
市
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

金
谷　

英
治

南
砺
市
商
工
会 

理
事　
　
　
　
　

茂
利　
　

徹

◆
優
良
常
勤
役
職
員

朝
日
町
商
工
会 

主
任
経
営
指
導
員　

藤
田　

誠
弘

上
市
町
商
工
会 

事
務
局
長　
　
　

藤
井　
　

智

立
山
舟
橋
商
工
会 

事
務
局
長　
　

岩
城　
　

勉

高
岡
市
商
工
会 

事
務
局
長　
　
　

橘　
　

宏
之

小
矢
部
市
商
工
会 

主
任
経
営
指
導
員　

小
西　

祥
子

南
砺
市
商
工
会 

福
光
支
所
長　
　

石
村
真
由
美

南
砺
市
商
工
会 

経
営
支
援
員　
　

橋
場　

京
子

◇
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

　
（
組
織
統
一
推
進
枠
部
門
）

　
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の

　
活
用
、
各
種
計
画
の
認
定　
　

入
善
町
商
工
会

◇
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

　
（
共
済
部
門
）　

　
会
員
福
祉
共
済　

   

高
岡
市
商
工
会

　
商
工
会
全
国
大
会
が
11
月
11
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
富
山
県
か
ら
は
県
下
商
工
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
22
名

が
参
加
し
た
。

 
第
61
回 

商
工
会
全
国
大
会

富山県商工会連合会では、中小・小規模事業者からの経営
相談の対応を行う嘱託専門指導員を設置し事業者の支援
体制の強化を図ります。

■コロナ対策を含めた支援制度等を事業者へ周知し、それぞれ
の相談案件に適した制度を活用していただく事を目的とします。

■中小・小規模事業者が抱える専門的、多岐にわたる経営課題に
専門指導員が対応します。

■相談方法　来会、電話、Zoom

【税理士】
　菅原  昌仁 氏〔創業・事業承継・財務分析等〕
【中小企業診断士】　
　丸亀 　 徹 氏〔経営一般・事業計画策定・補助金活用支援等〕

コロナ対策経営相談窓口体制強化事業 お気軽に
ご相談
ください。

窓口相談日（富山県商工会連合会）

菅原  昌仁 氏 丸亀 　 徹 氏

12/2㈭・12/16㈭12月 12/7㈫・12/14㈫
13：00～17：00 9：00～13：00

1/6㈭・1/20㈭1月 1/11㈫・1/18㈫

相談無料

事前予約制　
お近くの商工会に
お申込みください
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令
和
３
年
度　

県
商
工
同
友
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
10
月
26
日

（
火
）、
富
山
市
の
富
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
、
県
内

の
各
商
工
同
友
会
か
ら
72
名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
秋
晴
れ
の
絶

好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
他
商

工
同
友
会
会
員
と
の
親
睦
を
深

め
な
が
ら
プ
レ
ー
を
満
喫
。
団

体
戦
で
は
、
富
山
市
八
尾
山
田

商
工
同
友
会
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
、

個
人
戦
で
は
富
山
市
八
尾
山
田

商
工
同
友
会
の
柳
田 

勝
人
さ

ん
が
優
勝
し
、
団
体
戦
と
の
二

冠
を
達
成
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

表
彰
式
と
懇
親
会
の
開
催
を
見

送
っ
た
ほ
か
、
密
回
避
、
大
き

な
声
で
の
発
声
自
粛
、
プ
レ
ー

終
了
後
は
順
次
帰
宅
な
ど
に
努

め
、
大
沢
野
細
入
商
工
同
友
会

に
共
催
と
協
力
を
頂
き
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
無
事
に
大
会
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

〈
大
会
結
果
〉

■ 

団
体
戦

　
優
勝　
富
山
市
八
尾
山
田
Ａ
チ
ー
ム

　
２
位　
福
光
Ａ
チ
ー
ム

　
３
位　
入
善
町
Ａ
チ
ー
ム

■ 

個
人
戦

　
優
勝　
柳
田 

勝
人
（
富
山
市
八
尾
山
田
Ａ
）

　
２
位　
玉
生 

貴
嗣
（
富
山
市
八
尾
山
田
Ｂ
）

　
３
位　
島 　
竹
世
（
小
矢
部
）

■ 

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞　
井
上 

幸
正
（
上
市
町
）

商
工
会
青
年
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
３
年
度 

商
工
会

青
年
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大

会
が
、
10
月
22
日
（
金
）

に
高
岡
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

県
内
の
各
商
工
会
青

年
部
か
ら
総
勢
94
名
が

参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
青
年
部
同
士
の

繋
が
り
が
薄
れ
て
い
る

中
、
久
し
ぶ
り
に
青
年

部
員
が
共
に
汗
を
流
し

親
睦
を
深
め
た
。

　

大
会
結
果
は
、
団
体

戦
で
は
朝
日
町
Ａ
チ
ー

ム
、
個
人
戦
で
は
南
砺

市
の
藤
沢 

佳
史
さ
ん
が

初
優
勝
を
飾
っ
た
。

〈
大
会
結
果
〉

■ 

団
体

　
優
勝　
朝
日
町
Ａ
チ
ー
ム

　
２
位　
小
矢
部
市
Ｂ
チ
ー
ム

　
３
位　
小
矢
部
市
Ａ
チ
ー
ム

■ 

個
人

　
優
勝　
藤
沢 

佳
史
（
南
砺
市
）

　
２
位　
福
井 

智
之

　
　
　
　
　

 （
富
山
市
八
尾
山
田
）

　
３
位　
三
輪 

武
司
（
小
矢
部
市
）

■ 

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞　

　
　
　
　
押
田 

規
宏
（
立
山
舟
橋
）

優勝した富山市八尾山田商工会女性部

　

11
月
８
日
（
月
）、
射
水
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
射

水
市
青
井
谷
）
に
お
い
て
商
工
会
女
性
部
対
抗
親
睦
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
は
14
チ
ー
ム
56
名
が
参
加
し
た
。
秋
晴
れ
の

も
と
、
自
然
い
っ

ぱ
い
の
さ
わ
や
か

な
風
を
受
け
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中

で
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
だ
。
景
品
は
各

商
工
会
地
域
の
特

産
品
や
女
性
部
員

の
お
店
で
販
売
さ

れ
て
い
る
商
品
が

用
意
さ
れ
、
各
部

長
か
ら
商
品
紹
介

を
い
た
だ
き
和
や

か
な
雰
囲
気
の
も

と
県
内
女
性
部
員

の
親
睦
を
図
っ
た
。

〈
大
会
結
果
〉

　
優
勝　
富
山
市

　
　
　
　
八
尾
山
田
商
工
会

　

２
位　
上
市
町
商
工
会

　

３
位　
朝
日
町
商
工
会

優勝した八尾山田商工同友会

県
商
工
同
友
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

女
性
部
対
抗
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
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回
6
第

　
ご
家
族
や
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

L
I
N
E
を
使
う
と
い
う
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
皆
さ
ま
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
入
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
と
L
I
N
E
は
日
本
の
８,
９
０
０
万
人
・

人
口
の
70
％
以
上
が
使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
驚
き
の
普
及
率
で
す
よ
ね
！

　
皆
さ
ま
の
中
に
も
L
I
N
E
で
友
達
と
の
会
話

だ
け
で
な
く
お
店
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
登
録
し
て
お
得

な
ク
ー
ポ
ン
を
受
け
取
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
個
人
が
使
う

L
I
N
E
と
は
別
で
企
業
や
お
店
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
「
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
と
呼
び
ま
す
。

な
ん
と
無
料
で
使
え
て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
使
わ

な
い
と
損
と
言
っ
て
も
良
い
く
ら
い
の
サ
ー
ビ
ス
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
配
信
１,
０

０
０
通
／
月
ま

で
は
無
料
）

　
L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
使
え
ば
お

友
達
登
録
頂
い

た
お
客
様
に
一

斉
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
配
信
が
出
来

ま
す
。
メ
ー
ル

は
見
な
い
け
ど

L
I
N
E
は
毎

日
使
う
と
い
う

人
が
多
い
で
す

か
ら
、
お
客
様

の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
プ
ッ

シ
ュ
通
知
で
情

行
す
る
の
で
印

刷
コ
ス
ト
が
か

か
り
ま
せ
ん
。

ク
ー
ポ
ン
同
様

に
来
店
を
促
す

施
策
と
し
て
有

効
で
す
。

（
４
）
L
I
N
E
コ
ー
ル

通
常
の
L
I
N
E
と
同
じ
よ
う
に
無
料
で
音
声
通

話
や
ビ
デ
オ
通
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
最
近

で
は
こ
の
機
能
を
使
っ
て
リ
モ
ー
ト
接
客
を
し
て
い

る
お
店
も
あ
り
ま
す
ね
。
ビ
デ
オ
通
話
で
お
客
様
と

接
続
を
し
て
店
内
の
様
子
や
商
品
を
映
し
な
が
ら

話
を
し
て
、
気
に
入
っ
て
頂
い
た
ら
ビ
デ
オ
通
話
終

了
後
に
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
U
R
L
を
お
送
り

す
る
と
い
う
形
で
購
入
を
促
し
ま
す
。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
運
用
す
る
と
な
る

と
お
友
達
集
め
な
ど
が
必
要
で
す
が
、
お
友
達
を
順

調
に
集
め
て
い
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
非
常
に
強
力

な
集
客
ツ
ー
ル
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
実
践
さ

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

使
わ
な
き
ゃ
損

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
集
客
し
よ
う

報
を
届
け
ら
れ
る
の
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

　
そ
し
て
、
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
一
斉
配
信
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
に

も
集
客
に
役
立
つ
機
能
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今

回
は
代
表
的
な
機
能
４
選
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
チ
ャ
ッ
ト

　
お
客
様
か
ら
の
問
合
せ
に
対
し
て
一
対
一
で
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
が
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
問
合
せ
や
電
話
の
問
合
せ
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
感
じ
る
お
客
様
も
L
I
N
E
な
ら
気
軽
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
お
客
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
常
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
対
応
す
る
が
難
し
い
と
い
う
場
合
に
便
利
な

自
動
応
答
の
設
定
も
可
能
で
す
。

※
チ
ャ
ッ
ト
は
友
達
登
録
頂
い
た
方
に
こ
ち
ら
か
ら

一
方
的
に
送
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
お
客
様
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
頂
け
た
場
合
の
み
返
信

が
可
能
と
い
う
仕
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
ク
ー
ポ
ン

　
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
サ
ー
ビ
ス
特
典
、
割
引
な

ど
お
得
な
情
報
を

ク
ー
ポ
ン
と
し
て
配

信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
度
ご
来
店

頂
い
た
こ
と
が
あ
る

お
客
様
に
再
来
店
頂

く
取
り
組
み
と
し
て

と
て
も
有
効
で
す
ね
。

（
３
）
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド

　
紙
の
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を

L
I
N
E
で
提
供
出
来
ま
す
。
紙
と
は
違
っ
て
捨
て

ら
れ
ず
に
常
に
持
ち
歩
い
て
く
れ
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
と
思
う
と
心
強
い
で
す
ね
。
し
か
も
画
面
上
で
発

マーケティング編

遠藤 頑太
新潟県長岡市出身。新潟大学 経済学部卒業。
大学卒業後、東京の営業コンサルティング・営業
アウトソーシング会社に入社。中小企業から大手
企業・上場企業まで、様々な業種業態にわたる企
業の営業支援を行う。そこで培った営業・販売の
ノウハウを活かして「地域を若い人がもっと活躍
出来る場に変える」という使命をもってグローカル
マーケティングに入社。趣味はドライブと料理。

コンサルティング部 部長

！？
※通常のLINEとは異なるLINE公式アカウント専用アプリを
　使用します。

デザイン打ち合わせ
素材選び お見積り デザイン

サンプル確認
仕上がり
納品

お問い合わせから仕上がりまで、丁寧に作業を進めていきます。

まずはお気軽にお問い合わせください TEL.076-427-1533

http://at-tshirt.com

高品質なオリジナルプリントウェアはアットTシャツにおまかせください！
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商工会の新しい記帳システムがスタートいたします。
誰でも簡単に「クラウド会計」をご利用いただけます。

誰でも迷わずにかんたん操作でスタート

業種を選ぶだけで科目が自動設定され、
かんたんに初期設定を行うことができます。

自動設定／科目自動設定

商工会「クラウド会計」のご紹介
お問合わせは商工会まで

商工会クラウド会計「��1」の特徴

法令改正があってもあんしん

常に最新のバージョンでお使いいただけ、
法令改正に対応しています。

自動アップデート

会計や簿記に詳しくなくてもかんたん

自動仕日付・取引の金額の
3ステップで仕訳入力を行えます。

　　　　

AI技術を使ったかんたん仕訳

AI自動仕訳

自動仕訳

簿記

さらに

ミス無く集計し、元帳などがすばやく
確認できます
集計・決算が全自動、元帳で作成、
確認することができます。

自動集計

他社製品からの
乗換えもスムーズ

無償

今お使いのソフトの科目・部門・
辞書・仕訳・残高情報を元に新規
会計データを作成することができ
ます。他社製品からの移行が格段
に楽になる「データコンバートサ
ービス」もあります。お近くの商
工会までお問い合わせください。

1. 電話サポート
何度でも・無償でご利用いただけます。
お気軽にお電話ください。

2.メール・FAXサポート
24時間365日受け付けています。
※営業時間外の受付は、翌営業日の回答となります。
※指定のURL から入力ホームよりお問合せください。

3.リモートサポート
お客様のパソコン画面に表示されている情報をオペレーターと
共有して見ることができます。ポインター機能で次に操作して
欲しい箇所を視覚的にご提示できます。

4.チャットサポート
製品メニューからお問い合わせ内容を入力すると、
AIがその場で回答いたします。

商工会クラウド��1専用のサービス&サポートをご用意しています

個人賠償責任に次いで「傷害プラン」に熱中症の補償もついて
充実の安心補償！！

ご家族全員の
賠償事故をカバー！！
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TEL：（076）423-3171（代表） www.cgc-toyama.or.jp 

中小企業・小規模事業者を支える身近なパートナー 

資金調達 

経営支援  創業支援 
事業承継 

信用保証 

お気軽にご相談ください 

など 

高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。

詳しくは、H P（「国の教育ローン」で検索）または

教育ローンコールセンター（0570-008656（ナビダイヤル）または（03）5321-8656）までお問い合わせください。

「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）のご案内

お子さまの教育資金を「国の教育ローン」お子さまの教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）（日本政策金融公庫）がサポート！がサポート！

お子さま1人あたり350万円以内ご 融 資 額

入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃などお使いみち

毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）ご返済方法

（公財）教育資金融資保証基金 （連帯保証人による保証も可能）保　　　証

※「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収200万円（所得132万円）以内の方」または「子ども3人以上
の世帯かつ世帯年収500万円（所得356万円）以内の方」は年1.25%（令和3年11月1日現在）

年1.65%　固定金利金　　　利

※「交通遺児家庭」、「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収200万円（所得132万円）以内の方」または
「子ども3人以上の世帯かつ世帯年収500万円（所得356万円）以内の方」は18年以内

15年以内ご返済期間

　

11
月
５
日
（
金
）、
と
や
ま
中
小
企
業
人
材
育
成
カ
レ
ッ
ジ
の
メ
イ
ン

コ
ー
ス
の
長
期
コ
ー
ス
（
新
時
代
の
働
き
方
・
組
織
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ー
ス
）の
閉
講
式
を
実
施
し
た
。
長
期
コ
ー
ス
は
中
小
企
業
の
方
々

の
ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
を
図
る
コ
ー
ス
で
あ
り
、
新
時

代
に
適
応
し
た
働
き
方
・
組
織
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
く

た
め
、
研
修
の
中
で
「
知
識
」
と
「
マ
イ
ン
ド
」
を
身
に
つ
け
、
そ
し

て
考
え
、
語
り
合
い
、
発
表
し
学
ぶ
コ
ー
ス
で
あ
り
、
６
月
３
日
の
開

講
式
か
ら
全
21
日
間
の
講
義
が
修
了
し
た
。

　

長
期
コ
ー
ス
を
受
講
さ
れ
た
14

名
の
方
に
修
了
証
が
交
付
さ
れ
、

そ
の
あ
と
開
催
さ
れ
た
懇
談
会
で

は
講
師
の
先
生
を
交
え
た
受
講
者

の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

閉講の挨拶をする、細川富山県地域産業支援課長

新
時
代
の
働
き
方
・
組
織
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

と
や
ま
中
小
企
業
人
材
育
成
カ
レ
ッ
ジ
閉
講
式
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イベント名 開催日 お問合せ先

厄払い鯉の放流

おやべイルミ2021

ツゥインクルナイトin射水2021

おわら特別ステージ

1/7（金）

11/20（土）～1/8（土）
点灯時間17：00～21：00

11/21（日）～2/15（火）
点灯時間17：00～24：00

1/15（土）、1/16（日）、1/22（土）、
1/23（日）、1/29（土）、1/30（日）

庄川町商工会

おやべ光のまちプロジェクト
実行委員会

射水市商工会

越中八尾観光協会

0763-82-1155

0766-68-0932

0766-55-0072

076-454-5138

※新型コロナウイルス感染症の影響で、イベント開催が延期、または中止になる場合があります。詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

各地 1 月のイベント

まん延防止等重点措置等の影響により月間売上が大幅に
減少した事業者を支援する国の「月次支援金」について
　緊急事態措置またはまん延防止等重点措置に伴う「飲食店の
休業・時短営業」や「外出自粛等」の影響により、売上が50％以
上減少した中小法人・個人事業者等の皆さまには、事業の継続・
立て直しに向け、国の「月次支援金」の給付による支援が受けら
れます。
１　給付対象
次の①と②の要件を満たせば、業種や地域を問わず給付対
象となり得ます。
①　緊急事態措置またはまん延防止等重点措置に伴う飲食店
の休業・時短営業または外出自粛等の影響を受けていること。
②　緊急事態宣言またはまん延防止等重点措置が適用され
た対象月の月間売上が2019年または2020年の同じ月と
比べて50％以上減少していること。
※　ただし、飲食店等への時短要請に係る県の協力金の支給
対象の事業者は対象外

２　給付額
2019年または2020年の対象月と同じ月の売上－2021年
の対象月の売上

３　申請期間　原則、対象月の翌月から２ヶ月間
　　　　　  （８月分、９月分の申請期間は終了）

■お問い合わせ先

月次支援金相談窓口 0120ー211ー240
受付時間 8：30～19：00（土日、祝日を含む全日対応）
https://ichijishienkin.go.jp/getsujishienkin

　 上限額 中小企業等 20万円/月　 個人事業者等 10万円/月

国の「月次支援金」に上乗せして事業者を支援する
「富山県事業持続月次支援金」について
　国の「月次支援金」の給付決定を受けた事業者の事業継続や立て直し
を支援するため、国の「月次支援金」に上乗せして給付する「富山県事業
持続月次支援金」の申請を受け付けておりますので、期間内の申請をお
願いします。
１　給付対象
国の「月次支援金」の給付要件を満たし、給付決定を受けた県内事業者

２　給付額

※1　「県飲食業関連事業者支援給付金(第２次)」との併給可能。ただし、当該給
付金の受給月に係る「県事業持続月次支援金」の額は、当該給付金額を控除
(上記金額を限度)した額

※2　酒類販売事業者の給付額は、上記金額と国の「月次支援金」制度における
売上減少額から国の「月次支援金」給付額を控除した額のいずれか小さい額

３　申請期間　令和3年10月22日～令和4年1月31日
　　　　　　　（8月分、9月分ともに）
■お問い合わせ先

富山県事業持続月次支援金事務局  076ー444ー5380
受付時間 9：00～17：00（平日）https://www.tonio.or.jp/info/getsujishien/

給付額 ※1

上
　限
　額

中小企業等

個人事業者等

一般事業者
（酒類販売事業者以外） 酒類販売事業者

国の「月次支援金」
給付額の１/２

国の「月次支援金」給付額と同額
ただし、月間売上額の減少割合が
大きい場合は給付額を割り増し※2

10万円/月

 ５万円/月

▲50％以上　20万円/月
▲70％以上　40万円/月
▲90％以上　60万円/月
▲50％以上　10万円/月
▲70％以上　20万円/月
▲90％以上　30万円/月

８月分・９月分
それぞれ

富山県の企業データベースサイト『企業ナビとやま』をご活用ください！

　『企業ナビとやま』は、富山県が運営を行い、県内企業への就職
を考える方（学生・社会人等）に対して、企業の魅力やマッチングに
資する情報を発信することを目的としたサイトです。（「企業ナビと
やま」：https://kigyonavi-toyama.jp/）
　掲載企業を随時募集しておりますので、下記ＵＲＬから登録
フォームにアクセスし、ご登録をお願いいたします（※求人や求職
者情報の提供、職業紹介を行うサイトではございません）。
　今年９月には、企業紹介動画を掲載された企業を一覧で表示で
きるようサイトの改修を行いました。企業の情報発信や採用活動
等にぜひご活用ください。

１　登録要件・登録先
　富山県内に本社または支社を有する法人
　及び個人事業主
　https://kigyonavi-toyama.jp/registration/

２　ご登録のメリット
○登録・掲載料は無料でご利用いただけます　
○動画などを掲載し、自社の魅力をＰＲすることができます
○自社がご利用されている求人サイト等に直接リンクができます
○求職者に対して、いち早く情報発信が可能なメール配信サービ
スが利用できます

※登録ユーザーがマイページ上で企業をお気に入り登録していることを条件
にインターンシップ開催や就職説明会などの情報更新時にメールが自動
配信されます。
○UIJターン就職を希望される方と企業のマッチング支援サイト
　 「とやまＵターンガイド」の機能もご利用いただけるようになります
※「とやまＵターンガイド」には求人情報を掲載することが可能です。
○県や関係機関等が実施するイベントへの参加及び出展のご案
内があります

■お問い合わせ先

富山県 商工労働部 労働政策課 雇用推進班
TEL：076-444-4558　Ｍail:arodoseisaku@pref.toyama.lg.jp

登録・掲載料  無料！！
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富山市北商工会青年部・女性部

上市町商工会青年部

青年部女性部共同事業「献血活動」実施

　10月27日（水）富山市呉羽のアルビス呉羽本郷店で共同献血事業を実施した。
　「献血は病気の治療や手術などで輸血を必要としている患者さんの尊いいのちを救うために、健
康な人が自らの血液を無償で提供するボランティア」ということで日本赤十字社富山県支部のご協
力をいただき、初めての共同実施事業で活動に参加した。事前にご予約された方や、沿道で声掛け
を見てきていただいた方など約65名の方に来ていただき、当初の目標を達成する事が出来た。

「寄せ書き電車」に夢を乗せて！

　上市町商工会青年部は元気な商工会地域づく
り支援事業補助金を活用して町内の小学生が町
や自分の未来について表現したイラストやメッ
セージで車体を飾る「寄せ書き電車を走らせよ
う！」事業を実施した。
　「寄せ書き電車」は上市町と富山地方鉄道共
催の上市駅開業90周年記念イベントに合わせて
企画した。青年部員はコロナ禍で多くのイベント
が中止になる中、児童に思い出づくりの機会を
プレゼントするとともに「将来、町を担ってほし
い」との願いを込め、寄せ書きの作成を自作の動
画で呼びかけた。
　上市町内の6小学校5、6年生が自分の未来に
ついて表現したイラストやメッセージ274作品
で２両編成の電車をラッピングした。11月1日
～30日の期間、地鉄沿線を運行。
　伊東青年部長は、「子供たちが地元や将来の
仕事に関心を持つ機会になってほしい」と話す。

「献血事業を通して部員や女性部の方と協力した事業実施ができました。今
後も地域に根差した様々な活動を行って行きたいと思います。」

「コロナ禍で人と接する機会が減っており、久しぶりに部員が協力して楽し
く事業を実施する事が出来ました。」

野口康代女性部長

平一輝青年部長


